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【概要】 

 本研究は、授業の省察場面での教師同士の対話をとおして、子どもの行動の読み取りを深め、

個々の教師の力量形成をねらうとともに、チームで子どもを育てていくための対話の在り方を

考察したものである。実践をとおして、①動画を使用することで、教師同士がその場面を共有

し、対話がしやすくなること、②動画視聴の視点を提示することで、深まりが見られたこと、

③継続して同じ授業の省察をすることで変容を共有し、次の支援に繋がることを確認した。ま

た、子どもの行動の読み取りは、個々の教師の経験や力量によることが多いが、世代や価値観

が異なる教師同士でどのように共有していけばよいか聞き取りを行うことで、次世代の人材育

成のための組織づくりについても考察した。  

 

Ⅰ はじめに 

１．研究のきっかけ 

学生の頃の学びから、そして教師になってか

らも「子どものどんな行動にも意味がある」と

考えてきた。毎日子どもとかかわり、一緒に過

ごす中で、子どもはいろいろな姿を見せてく

れる。どの姿も子どもの内面の「何か」を映し

出していると考えたとき、その子にとっての

価値、即ちその子の発達に必要な事柄が含ま

れているのではないか、教師の役割とは何か

と気づかされる。 

白石(1994)は著書の中で、子ども本人が発

達の主人公だとし、“子どもが「～したい

な」「～できるようになりたいな」という願

いがないならば、本当の発達の力は獲得され

ていかない。その願いを見取り、実現のため

にがんばれるように導くのが、教育の仕事

だ。”と述べている。 

白石が述べている“教育の仕事”は、教

師一人で遂行できるものではない。特にチー

ム・ティーチングが教育活動の基本形態とな

ることが多い特別支援学校においては、複数

の教師が互いに「子ども達がこのように育っ

ていってほしい」と願いを共有しながら、考

えていく姿勢が必要である。 

  教師それぞれが子どもの行動から内面を

読み取り、よりよい発達について考えること

が大切であることはもちろん、チームで支援

する以上、互いの考えを共有し、共通理解す

ることが重要であると考えた。 

２．問題意識 

（１）本校での課題 

 チームで子どもの発達を支援していくため

には、教師同士の対話が必要である。次期学

習指導要領の実施に向けて、教師の学び合い

に関心が向けられている。教師の世代交代が

進む中、専門職としての力量形成が課題とな

っている。 

   勤務校でも世代交代は著しく、業務も多忙

化していることは否めない。どの世代も日々

の業務の中でじっくりと子どもの行動や内面

の読み取り・理解についての対話の時間を確

保するのは難しい現状がある。 

（２）省察することの意味 



石井（2017）は“教師自身が、自分たちの

授業の構想・実施・省察のプロセスを語る自

前の言葉と論理を生成・共有していくのを促

進することが重要である”と述べている。ま

た、津守（1987）は“実践の後には一日を思

い起こし、言葉でなぞることで、実践の最中

には気づかなかった小さな行為に気づき、そ

れが子どもへの理解全体を変えることもあ

る”とし、これが省察であり、次の日に続く

実践の素地となると述べている。 

また、津守は省察することによって保育者

（教師）が行っていることを以下の４点にま

とめている。 

（ア）実践の最中の生きた体験に立ち戻ること 

（イ）多面的に想像力を解放して思考すること 

（ウ）現実に生きる自分自身として実存的に考

え直すこと 

（エ）共同性の中で自分自身の独自な理解を深

めること 

これらを山﨑・土屋（2009）は、知的障害特別

支援学校での省察に当てはめている。授業中は

夢中になっていて意識の上に取り出せなかっ

た体験を、断片的ではあっても思い起こすこと

がまずは必要である。そして、子どもの様子を

精一杯想起した上で、教師の価値基準と子ども

の価値基準を整理する冷静な目をもち、子ども

の内面をより深く理解する。その内面の理解は、

実践をとおして得られた事実を集めて、子ども

達の行動を考え直していくことである。そして

再び授業場面に教師と子どもが立ち戻った様

子を豊かにイメージしつつ、かかわりを見直す。

そのかかわりは、一人の教師が得た主観的なも

のであるかもしれない。しかし教師集団で省察

を繰り返すことにより、一人の教師の主観が複

数人の教師の主観となり、子どもの真の姿が明

らかになっていく。 

 この津守の省察の考え方をもとにした山

﨑・土屋のとらえは、筆者が考える省察の場

においても当てはまると思われる。 

本研究では、授業の省察に焦点を当てる。

授業中の子どもの様々な行動を意味あるもの

として捉え語ることで、子どもの姿を描き出

す。そして、自らのかかわりを見つめ直し、

めざす授業・教育を問い続ける教師または教

師集団となるための対話の在り方について考

察する。また、本研究において筆者は初めて

学年主任を経験する。教師同士の対話や個々

の教師の力量形成において、ミドルリーダー

がどのような役割を果たしていけるのかとい

うことについても考えていきたい。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１．研究の対象 

 筆者は、知肢併置の特別支援学校に勤務して

いる。各部門小学部から高等部まで約 300 名の

児童生徒、約 180 名の教職員が在籍する大規模

校である。 

筆者が所属する知的障害教育部門小学部

（以下、本校小学部）では、各学年の児童数に

応じ、教員が配属されている。学年を単位とし

て活動することが多く、学年会は週に一度実施

されている。授業研究においても学年内で指導

案検討や教材研究が行われることがほとんど

であり、学年の教師集団がチームとして機能す

ることが求められている。 

本研究では、小学部５年生の教師集団を対

象とする。児童と教師の配置と人数は以下の通

りである。 

クラス 児童数 担任 級外 

１組 ５ Ａ 
Ｄ 

筆者 
２組 ５ Ｂ 

３組 ６ Ｃ 

（Ｄは短時間勤務で学年会や授業研究等には

原則参加しないため、本研究の対象からは省く）

２．研究内容 

（１）概要 

 対象学年において７月から１１月の間に行

われる計４回の研究授業の整理会を省察の場

として取り上げる。子どもの内面の理解を促す

対話についてアクションリサーチの方法を用



いて、筆者が反省と改善を繰り返す。 

 アクションリサーチとは、現状の課題に対し

て、目標とする状態の実現に向けての変革を志

向した活動を行うものであり、実践過程におい

ては、研究者と当事者や当事者同士による協働

的な実践が展開される（中村，2008）。このこと

から、本研究でも、筆者と同じ学年の教師集団

がともに学び合いながら実践を展開していく

という点において、この方法が適していると思

われる。 

 また、学年集団のみならず本校小学部の教師

にも筆者の問題意識を投げかけることによっ

て、教師の力量形成やミドルリーダーの役割に

ついて考える。 

（２）研究の手順 

授業の省察は、以下の手順で行う。 

（ア）授業の動画を学年の教師集団で視聴する 

（イ）子どもの行動について気づきを付箋に書

きだし共有する 

（ウ）特に気になった子どもの行動について、

各教師の視点で見とりを語り、考察する 

 学年会の時間を利用して実施する。動画は時

系列で視聴し、授業の場面ごとに区切って気づ

きを出し合えるようにする。子どもの行動を表

現として見ることによってその思いを推測し

たり読み取ったりし、その場面での教師のかか

わりのあり方や授業づくりについてもふり返

ることを共通理解しておきたい。 

 また、本校小学部の中でミドルリーダーもし

くはベテランという立場にあり、様々な面で役

割を担っている教師数名にインタビューを行

い、教師の力量形成について考察する。 

 

Ⅲ 研究実践① 

１．１回目の省察 

（１）記録 

〇日時：2017 年 7 月 18 日 

〇授業者：Ｂ教諭 

〇教科：国語科 

〇授業の概要 

 Ｂ教諭とＣ教諭のチーム・ティーチング（以

下、ＴＴ）による授業。順番に子ども達に親し

みのある動物が登場する絵本を教材とし、動物

の特徴を捉えて模倣することがねらいであっ

た。教材として、動物の動きや鳴き声を考える

際にヒントとなる小道具や動画を準備した。グ

ループ別の授業であり、Ｂ・Ｃ教諭が担当して

いる学習グループは７名の子ども達で構成さ

れている。 

〇省察場面の様子 

 まずは、Ｂ教諭に本時のふり返りをしてもら

った。「カメラに向かって（動物の真似を）する

ことを伝えていなかったり、私の立ち位置があ

やふやであったり…」のように、授業全体の進

行や教師の立ち位置をふり返っていた。Ａ教諭

からは「よし、やろう！というかけ声があれば

よかったかなと。〇〇ちゃんが教師の声かけに

よく反応していたので、その姿を取り上げて、

みんなで『せーのーで』と合わせて言ったら、

もう少し盛り上がるんじゃないかと思いまし

た」と、子どもの行動に注目しているものの、

行動の意味を深めるというよりは、その行動を

授業にどのように活かすかという視点で意見

を述べることが多かった。Ｃ教諭は授業全体の

活動量をふり返っており、「もうちょっと活動

量を増やす工夫はできなかったかなと思う」

「増えればいいってものでもないけど、活動量

が増えれば必然的に対話的な学びの場面も増

えるかなと思って。そういう工夫はできたんじ

ゃないかと反省している」と話していた。 

 子どもの行動そのものに対する気づきはほ

ぼ無かったので、筆者からはある子の行動につ

いて取り上げ、＜今のこの動き何だろう？＞＜

「違うよ、もう一回選ばせて」ってことかな？

＞と、筆者の解釈を加えて話を投げかけた。し

かし、他の教師にとってはあまり関心のもてな

い場面であったようで、それ以上の深まりは見

られなかった。 

（２）成果と課題 

成果（ア）：動画視聴の有効性 



 整理会後にＢ、Ｃ教諭に簡単なインタビュー

を行った。Ｂ教諭は「（動画を視聴しながらの整

理会は）子ども達の様子が全く見えていなかっ

たことに気づいた」と述べていた。Ｃ教諭は「ビ

デオで見ると、見えなかったところが見られる」

「意識していなかった子どもの様子がわかる」

「授業を直に参観していない人も参加でき、授

業場面を共有しながら整理会ができる」と話し

ていた。 

このことから授業動画を用いることは、津守

（1987）や山﨑・土屋（2009）が示唆している

ように、実践の最中の生きた体験に立ち戻り、

授業中は意識できなかった体験を想起すると

いう省察を可能にするために有効であると言

える。 

成果（イ）：思考過程を視覚的に表す有効性 

先に述べたインタビューでＣ教諭は、「付箋

があることで人によって見方がいろいろなん

だと気づいた」「その中で自分が納得したり問

題提起されたりしている気がして刺激になっ

た」と話していた。視覚的に意見を出し合うこ

とによって、自分の見方と他の教師の見方を比

較することができ、自分の実践をふり返ること

ができるという意味では、付箋の使用も有効で

あったと言える。 

課題：子どもの行動に注目が向きにくい 

 時系列的に動画を視聴し、場面ごとに区切っ

て気づきを出し合ったが、教師の気づきは授業

の流れや教材が妥当であったかというところ

に終始しており、個々の子どもの行動をとらえ

るまでに至っていなかった。もちろん、授業の

流れや教材について話し合うことが無駄であ

るというのではない。授業の流れや教材を考え

る根底には、子どもの価値観が反映されていた

はずである。授業の流れや教材について違和感

があるとするならば、そこはやはり子どもがど

のようにその授業で存在したのかということ

を見とる必要があるだろう。子どもの行動に気

づき、その内面を理解しようと省察する整理会

にするには、どのようにすればよいのか、まだ

まだ検討の余地がある。 

（３）次回に向けて 

改善：対象とする授業の一本化と継続的な省察 

 当初の計画では、筆者を含めた４名の研究授

業をその都度省察の場とすることにしていた

が、それではメインとなる授業者や教科、学習

グループが異なってくる。すると、教材や授業

の流れに再び話が終始してしまい、子どもの内

面の読み取りには及ばない可能性が出てきた。

そこで、次回からは動画視聴する授業を限定し、

その授業を継続的に省察することによって、深

まりが見られるようにする。 

２．２回目の省察 

（１）記録 

〇日時：2017 年 9 月 13 日 

〇授業者：筆者 

〇教科：国語科 

〇授業の概要 

 筆者が担当する学習グループは４名の子ど

も達で構成されている。発達段階を踏まえたグ

ループ全体のねらいは、教師の言葉かけに関心

をもったり、自分の思いを様々な方法で表現し

たりすることである。本単元の試みとしては

「遊びの中で言葉を育む」ということであった。

遊びの中での子どもの発信を受けとめ、子ども

に音声や身ぶり等で返していくという活動を

行った。子ども達と筆者がたくさんのカラーボ

ールで遊んでいる様子を動画視聴した。第一次

１時で、子ども達が最初に教材と出会う場面で

ある。なお、Ｂ教諭は出張のため不在であった。 

〇省察場面の様子 

 今回も時系列的に動画を流し、気づいたこと

を自由に述べてもらう形式をとった。Ａ教諭か

らは「みんな先生の動きをよく見ていますね」

「〇〇ちゃんは、ボールをかごに集めるのが楽

しそう」と、子どもの行動に注目した発言が多

く見られた。また、Ｃ教諭は「○○くんが、ず

っとかごを投げて遊んでいるのは、何をしてい

いのかわからなかったからかな」「先生がボー

ルで遊ぼうと誘ったら、また違った動きがあっ



たのかもしれないね」のように、一見すると活

動に加わっていないように見える子どもに注

目し、その子がどうやったら参加できるかを考

えた発言が多かった。 

（２）成果と課題 

成果：省察する場面の限定 

 今回から動画視聴する授業や学習グループ

を限定していくこと、同じ授業を継続的に省察

していくことを説明した。特に今回は単元の最

初の授業であったため、省察後Ｃ教諭が「これ

からどんな風に変わっていくのかが楽しみ」と

子どもの変容に期待を寄せていた。同じ授業を

継続して見ていくことで、教師の子どもの行動

を見る視点も変わっていくのではないかと期

待する。 

 また、できるだけ人数の少ない学習グループ

を省察する授業としたことにより、教師が子ど

もの行動に注目しやすくなったのではないか

と考える。子ども達の視線や教師の言葉かけに

対する反応に注目する発言が前回よりも増え

たのは、「この子の行動が気になるな」と感じる

ことができていたからではないかと思われる。

この点については、次回の省察後に簡単なイン

タビューを行ってみたい。 

課題：話題提供の仕方が曖昧 

 動画視聴する前に、この単元で大切にしたい

ことは述べたものの、実は筆者自身が授業にお

けるねらい、支援や手だてに具体的なイメージ

をもてていなかった。「ちょっとやってみたの

で見てください」という気持ちで始めてしまっ

たので、他の教員にすれば「省察することで何

を深めるのか」が具体的に共有されていなかっ

た。 

Ｃ教諭がずっとかごを投げ上げている子ど

もの行動に注目していたにも関わらず、そこを

深く取り上げず「活動に参加していない」とみ

なして「どうすれば参加できるか」という話で

終わらせてしまった。子どもの内面を読み取る

ということは、そのかごを投げ上げている行動

を意味あるものとして捉え、推測していくこと

である。その子どもにとっての「参加」とは何

か、教師がどのように読み取りかかわっていく

かを大切にするはずが、せっかくの考える機会

を逃してしまった。 

まずは授業者である筆者自身が、この授業で

の課題意識を明確にし、他の教員達に投げかけ

るべきであった。 

（３）次回に向けて 

改善：授業意図を明確に示しながら、動画視聴

する場面を限定する 

 時系列的な視聴が必要な場合もあると思う

が、まずは「この子のこういう行動が気になる

のだけど、見てほしい」と、省察の視点を投げ

かけるために視聴する場面を限定する。その際

に今回の単元でどのような力をつけたいと考

えているかというねらいをはっきり示し、その

上で子ども達の行動をどのように解釈してい

くかを考えていきたい。 

授業全体の評価ではなく、あくまでねらいに

対して子ども達はどのような行動を起こして

いるか、その行動にはどのような意味が含まれ

ているのかを評価することで、読み取りを深め

ていきたい。 

３．３回目の省察 

（１）記録 

〇日時：2017 年 9 月 27 日 

〇授業者：筆者 

〇教科：国語科 

〇授業の概要 

 内容は前回と同じであったが、かごを投げ上

げていた子ども（Ｅ児）が、授業になると激し

く泣くことが続いていた。なぜこのような状況

になるのか筆者自身にもわからず、ぜひ学年の

教員から意見がほしいと思った。「Ｅさんが泣

いている理由がわからないので、みんなで考え

てほしいのだけど…」と投げかけ、授業の動画

を見てもらった。 

〇省察場面の様子 

 まず、泣いているＥ児の様子を見て、Ａ教諭

は「最初はそんなに泣いてないのに、突然激し



く泣きだしましたね」「激しいですね…自分で

も泣いている理由わからなくなりそう」と切り

出した。Ｅ児の担任であるＣ教諭は「確かに激

しいね～。きっと何か自分の思いと違ったのか

な。そんな泣き方だね」と、普段のＥ児の様子

と比べながらＡ教諭の発言に繋げた。「Ｅは繰

り返し学習することで身につけていけること

が多いから、いつもと同じ環境や教材だと安心

するのかもしれない。でも新しい単元に入って

今までとは違う教材の配置だったり授業のス

タイルだったりするから、それに戸惑っている

のかも」と、さらに詳しく自分の解釈を述べて

いた。 

 おそらく新しい単元、授業のスタイルになじ

めないのではないかという読み取りが共有さ

れたところで、次に、その解決策を話し合う流

れになった。 

 Ａ教諭「その日の学習内容をイラストや写真

で示して先に見せても泣きますかね？」Ｃ教諭

「そういう支援で理解するのは難しいかな」＜

椅子の並び方や教材の提示の仕方を、前の単元

と似た感じにしたらいいのかな＞Ｃ教諭「そう

だね…まずは形を元に戻してみるのも一つか

な。クラスでは、泣く前に僕が傍に付くように

して手を握るとかするときもあるけど。Ｅが教

室入ってくる前に『今日はこういうスタイルで

やるよ』って整えてしまっておくのも…やって

みればいいかも」＜なるほどね。でも、新しい

スタイルになじめないのなら、前のようなやり

方で授業を進めることも考えた方が良いのか

なとも思う＞＜やっぱりＥも他の子も安心し

て授業に参加できることを優先したいし、スタ

イルを前に戻して授業の内容工夫してみるね

＞というやりとりが続いた。 

 今回見た動画は、新しい単元に入った時のも

のであり、座り方や教材の提示の仕方など、従

来の授業のスタイルとは変えたところがあっ

た。Ｅ児が泣き始めたのもこの時期からという

こともあり、やはり授業スタイルになじめない

という思いがあるのかもしれないという読み

取りになった。 

 筆者自身は、授業としてチャレンジしたいこ

とがあって授業スタイルを変更したわけだが、

子どもにとっては不安に繋がったりわかりに

くかったりしたのかもしれないと改めて感じ

た。教材研究の不足、子どもの立場になって授

業を構成する配慮が欠けていたと反省した。 

（２）成果と課題 

成果：動画を見る視点の具体的な提示 

 今回は偶然にもすぐに解決したい疑問が発

生したため、話題を提供する筆者としても「こ

こを見てほしい」と具体的に視点を提示するこ

とができた。実際、教員が動画を見る際は、Ｅ

児の行動に焦点があてられ、普段の行動を想起

したり比較したりしながらＥ児の行動の意味

を推測することができた。また、早期に解決し

たい疑問でもあったため「新しい授業のスタイ

ルになじめないのではないか」という読み取り

だけでなく、「どうすれば安心して授業に参加

できるか」ということも話し合い、次回からの

策を考えることができた。 

具体的に視点を提示することは話し合いの

焦点化につながることを改めて実感した。 

課題：事実に基づいた読み取りを増やす 

 今回は省察の視点が明確になっており、教員

の話し合いも比較的活発であったと思われる。

子どもの行動を見て気づいたことを述べ、普段

の様子と照らし合わせながらその背景を読み

取ろうとする姿も見られるようになってきた。

今後も、このような読み取りができるように、

子どものどのような行動に目をつけてどのよ

うに読み取るのかということを大切に、省察を

進めていきたい。 

（３）次回に向けて 

改善：引き続き、授業意図を明確にしながら動

画を見る場面を限定して省察を行う。 

 まずは授業を改善した点を見てもらい、今回

話し合ったことがどのように活かされている

か確認する。その上で、ねらいをはっきり示し

ながら、子ども達の行動の読み取りを深めたい。 



４．４回目の省察 

（１）記録 

〇日時：2017 年 10 月 4 日 

〇授業者：筆者 

〇教科：国語科 

〇授業の概要 

 前回の省察をもとに、授業のスタイルを元に

戻した。前回話題になっていた新しい試みは、

自由な遊びの中で言葉を育むという授業スタ

イルであった。元の授業スタイルとは、ねらう

言葉（今回は「あわあわ・ふわふわ」など）で

手遊びや歌遊びをしたり、その言葉にまつわる

素材を味わったり遊んだりするというもので

ある。新しい試みの授業では椅子を使用しなか

ったが、元のスタイルの椅子を使用し、それぞ

れの子どもが座る場所も明確に示した。本単元

は泡遊びを楽しみ、素材と言葉を関連づけなが

ら意識できるようにと考えた。 

〇省察場面の様子 

 前回取り上げたＥ児のその後の様子を見て

もらうとともに、国語としての授業改善案を投

げかけた。 

 Ａ・Ｃ教諭は「Ｅ、落ち着いたね」「穏やか」

とＥ児の様子に注目していた。＜Ｅは、今日は

これをするよと、手がかりになる道具を提示す

るのがいいのかと思って＞と、筆者が前回の省

察からどのように改善したかを話した。Ｃ教諭

は「そうやね。この時もじっと注目しているわ

けではないけど、みんなが活動しているのをチ

ラチラと見て意識しているよね。落ち着いた表

情で参加できている」と述べた。前回意見をも

らったＥ児への手だてが有効に働いているこ

とを確認することができた。 

 一方、Ｇ児が積極的に素材（今回は泡）に触

れている様子がないことにＡ教諭が気づいた。

「Ｇは、きっと直に触れるのはあまり好きでは

ないかもしれません」と、普段のＧ児の様子を

伝えてくれた（Ａ教諭はＧ児の担任）。「もっと

泡を水っぽくして、容器から容器に移し替える

ような遊びなら、泡の動きを見たり『あわあわ

～』と言ったりして自分から活動すると思いま

す」と、Ｇ児がもっと素材に親しめるように手

だてを提案していた。また、Ｂ教諭も「泡に積

極的に触れている子は、どこかに塗りたくれる

ような場所を準備しておくと、もっと泡を楽し

めるかも」と、授業の内容についての改善点を

話していた。 

（２）成果と課題 

成果：変容を示す 

 前回の省察を受けて、筆者はいくつかの点で

授業を改善した。そのことがＥ児の参加に繋が

ったことを示した。それは、省察して読み取っ

たことや考えた手だてが有効であったことの

報告になるだけでなく、今後のＥ児への支援に

ついても共通理解ができたのではないかと思

われる。新しいことに挑戦するならば、Ｅ児に

とっては全てを変化させるのではなく、激しく

戸惑うことがないように、繰り返しの中で少し

ずつ変化させていくことが大切だということ

だ。１つの出来事を読み取ったことで、Ｅ児へ

のかかわりに関して学びを得ることができた

と言える。 

課題：事実に基づいた読み取りを増やす 

 省察を重ねるごとに、教員の中で動画を見て

「〇〇さん～だね」と様子を述べるような発言

は増えてきている。しかし、まだ授業のねらい

に対しての行動の読み取りに繋げるような発

言は十分に得られていないように思う。動画を

見て気づきを述べることに抵抗は少なくなっ

てきているようなので、そこから「きっと～な

のではないか」と読み取ったり、発達段階に照

らし合わせて推測したりする姿が増えるよう

に考えていきたい。 

（３）次回に向けて 

改善：筆者の読み取りや、子ども達に対して願

う姿を明確に示す。 

 具体的な話題提供として、筆者が先に動画を

見て授業をふり返り、筆者自身の子ども達に対

する行動の読み取りを述べる。また、言葉や人

とのかかわりに関する発達段階を示しながら、



子ども達のどのような姿をねらって授業を実

施したのかを明確にする。これらは省察の軸と

なるものである。筆者の読み取りが正しいかど

うかを検証するのではなく、「自分ならこのよ

うに考える」という材料にしてもらうためであ

る。思考する材料を提示することで、各教員の

読み取りを引き出したり深めたりしたい。 

 

Ⅳ 研究実践①の考察 

 これまでの実践をふり返って、成果と課題を

以下にまとめる。 

＜成果①＞視点を明確にして動画を視聴する

ことの有効性 

 動画をもとにして、子どもの行動について考

えることはどの教師にもわかりやすく、有効な

方法であると思われる。しかし、漠然と動画を

見るだけではなかなか読み取りが進まないこ

とがわかった。そこで、「今日はここを見てほし

い」「この点について意見がほしい」と視点を明

確に示すことで、動画内での子どもの様子と普

段の様子を比較しながら考えたり、子どもの視

線や表情や声の出し方に注目したりすること

ができていた。 

＜成果②＞継続した省察と変容の提示・確認 

 実際は、個々の教師が子どもの行動を解釈す

る際に悩んだり迷ったりしていることを自由

に持ち寄ってくれることが理想だが、今回はあ

えて対象を限定して同じ授業、同じ子ども達に

ついて省察を継続した。継続して省察すること

により、前と比べて話したり、子ども達への見

方がより多様になったりした。また、話題を提

供する筆者から、前にもらった見方やアイディ

アを活かしてどのような変容があったかを提

示することで、その子どもへの支援がさらに明

確になった。他の授業場面でもその支援が活か

されたこともあり、ＴＴにも役立っていたよう

に感じる。 

＜課題＞行動の事実からの読み取り 

 ４回の省察をとおして、教師からは「○○さ

ん、～しているね」「楽しそう」「苦い表情だね」

等、事実を述べる発言は徐々に増えていった。

しかし、そこからどのような子どもの思いが読

み取れるか、事実と事実を結びつけて内面を推

測するような読み取りをあまり深めることが

できなかった。 

 日々の雑談の中で、子どもの行動から読み取

ったことを話す雰囲気も自然にできてきたと

感じてはいるが、それを学年で共有するとなる

と、やはり難しさを感じる。その難しさを少し

でも解消する方法を探りたい。 

 

Ⅴ 研究実践② 

 筆者は今年度、初めて学年主任を経験した。

本研究において一定の成果を感じつつ、学年で

子どもの行動に対する読み取りを深めたり共

通理解したりすることに率直に難しさを感じ

た。 

 同じ職場で働く同年代もしくは先輩の教師

はどのように感じているのだろうか。聞き取り

を行うため、座談会の機会を設けた。参加した

教員は４名（Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ）と筆者である。

４名とも学年主任等を経験しており、１名は本

校小学部を総括する立場にある。 

 まず、筆者の研究の概要を話し、実践として

行っていた時と同じように筆者の授業ビデオ

を参加者にも見てもらった。Ｉ教諭からは「整

理会でやるんだったら、子どもの実態とか先生

の願いを知らせて、見てほしい場面を絞って話

をすると具体案が出たり、子どもの行動や思い

を見取ったりできると思う」という意見が出た。

筆者が実践を終えて感じたことと同じ考えで

あった。加えてＩ教諭は「教師がいろいろと思

いを巡らせて子どもの行動について自分の視

点をもつことは、トレーニングする必要がある

かもね」とも話していた。 

 その後、子どもの思いをどのように読み取り、

それをどのように学年で共通理解しているの

かという話題になった。 

 Ｇ教諭からは「日常的に話すことはとても大

切だと思うのだけど、実際は何か問題があった



時とか、困ったことが起こった時に学年で話題

にのぼることが多いね」と現状を語っていた。

一方で、同じクラスでペアとして組んでいる教

師とは毎日子どもの話をするそうで、「同じ子

どもを見ている先生とは話しやすいよね」「学

年で…となると、言いにくい面もある。本当は

学年会で話すのがいいと思うけど」と、身近な

教師とは話しやすいことを挙げていた。 

 その発言を受けて、Ｈ教諭からは「正直なと

ころ、話がわかってくれる人と話している傾向

はあるかも」「そう考えると、自分たちはどうし

て子どもの行動に思いを巡らせるようになっ

たのかね」と、自分の経験をふり返る問いかけ

があった。 

 筆者も過去をふり返ると、先輩の教師が子ど

ものことを毎日のように語っているのが日常

の場面であった。そのうち自分もその話に加わ

ったり、別の教師と語り合ったりすることが増

えていったように思う。現在自分は中堅と呼ば

れるようになり、当時の先輩教師と同じような

年齢になった。自分が縦のつながりを大切にで

きていないのではないかと考えた。 

 このような教師同士の関係性について、Ｆ教

諭は「私は縦のつながりも気になるけど、より

気になるのは横のつながり。同世代のつながり

も薄くなっていないかな」と現状を把握してい

た。他にも「（若い人を）育てなきゃという気概

がなくなってきているかもしれない」「校務分

掌の面でも、ベテランから中堅、若手への引き

継ぎがこれから重要になるのではないか」とい

う意見が他の教師からも出ていた。 

 再び、話題は子どもの行動の読み取りの共通

理解に戻る。子どもの行動をどのように読み取

り、解釈をしていくかは、その教師の経験や感

覚の鋭さが関係しているという話になる。ある

教師が子どもに対して行っている支援に対し

て、いわゆる「見て盗む」「察する」ことができ

るかということも、子どもの行動への繊細な捉

えに関連しているという意見もあった。また、

子どもへのかかわりに悩む教師は、他の教師に

相談もするし、自分なりに吸収して取捨選択し

ながら成長していけるという意見もあった。

「悩んでいないのか、悩んでいても言えないの

か…見ていてもわからないね」と現状を語る教

師もいた。 

 ここまで話したところで、どうやら子どもの

行動の読み取りという教師の力量形成は、教師

同士の関係性の薄さにも関連するのではない

か、また、その関係性の希薄さが、校務分掌の

引き継ぎや授業づくりにも影響してくる、つま

り教師としての総合的な力にも関連するので

はないかと話題が収束していった。 

 その改善策についても問いかけてみた。 

本校小学部の現状として、同学年の教師集団

で動くという意識が強いために、他の学年の教

師と話す機会が減ってしまっていることが課

題として挙げられた。そのために、できるだけ

学年の枠を取り払い、他の学年の子どものこと

でも気になったことは当該学年の教師に聞い

てみる、話題を振ってみる必要があるのではな

いかという意見があった。「あの子こういうこ

とをしていたのだけど、なぜなのか、いつも教

室ではどんな感じかと言葉にしていくことは

大事かもね」とＨ教諭は述べていた。他の学年

の子どものことでも気軽に話せるようになる

には、異学年の子ども同士の交流をもつ機会も

必要になる。それは子どもにとっても有益なこ

とであり、学部全体で子どもを見ていくことに

も繋がるのではないかという意見も出された。 

 

Ⅵ 研究実践②の考察 

 筆者と同じように中堅という立場にいる教

師、より経験を重ねて全体を俯瞰して見ている

ベテラン教師の話は、筆者の経験と重ねて聞く

ことができ、大変有益な話し合いであったと感

じた。Ｉ教諭が述べていた、子どもの行動に対

して自分なりの視点をもつためのトレーニン

グが、このような日々の話し合いの積み重ねで

あったのかもしれないとも思った。 

 座談会の中で、子どもの行動の読み取りは、



その教師の経験や感覚の鋭さ、つまり持ってい

るセンスによるものが大きいのではないかと

いう意見があった。この点については筆者も大

いに悩むところである。筆者自身がどうかとい

うことを置いて、「この教師にはセンスがある

（ない）」というのは、正直なところ、どこにで

もある話である。では、本当にセンスの有無だ

けで問題を片づけてよいのだろうか。Ｉ教諭が

言っていたように「トレーニング」によって子

どもを見る目を育てたり、その教師の個性や経

験年数に合わせてかかわったりしていくこと

によって、センスが磨かれていくことはできな

いのかと考えた。 

 また、Ｈ教諭が言っていた、話をわかってく

れる人と話す傾向があるのは、筆者もきっと同

じだろうと感じた。考え方・捉え方が似ている

教師と話すことは安心することができるし、背

中を押してくれたという気持ちになれる。自分

の実践に自信をもつこともできる。では、この

ような関係性が、本校小学部内により広げてい

くことはできないだろうか。座談会での意見に

あった、学年の枠をなるべく無くし、様々な教

師の考えに触れる機会をもつことができるよ

うな取り組みがあるとよいのではと思った。こ

のような取り組みの中で、子どもの行動の読み

取りだけでなく教師としての総合的な力の育

ち、つまり力量形成が可能なのではないか。そ

れぞれの年齢、経験段階の教師の役割や組織の

あり方についても思いを巡らせることができ

た座談会であった。 

 

Ⅶ 総合考察 

 筆者は、自身が属する学年の教師集団に依頼

し、定期的な授業の省察を試みた。その中で、

子どもの行動に対する読み取りを意見交換し、

対話の深まりを期待した。しかし、実際は行動

の事実の羅列に留まりがちであり、深める段階

にまで達することはできなかった。 

また、本校小学部の中堅からベテランの教師

に依頼し、座談会形式で「子どもの行動の読み

取りを共有するには」「教師同士の対話の機会

をどのように設けていくか」を話し合ってもら

った。学年運営・学部運営の点からも意見をも

らうことができた。 

これらの内容をふまえ、教師同士の対話の深

まりと教師の力量形成に向けて、筆者がこれか

ら取り組むべきこと、組織を作っていくために

必要と思われる事柄を挙げる。 

１．教師同士の対話を深めるために 

（１）問いかけ・傾聴のスキルの向上 

①答えやすい問いかけ 

 授業の省察場面において、筆者は「どうして

この子は～しているのか」という質問を何度か

している。その質問に対して学年の教師は答え

に窮している様子であった。子どもの行動を読

み取り、考えを出し合いたいという気持ちが先

行してしまい、つい「どうして」と子どもの行

動の意味を問う質問をしてしまった。 

 教師集団が行動そのものに注目しているな

らば、「他の場面でも同じような行動をするの

か見てみよう」「その行動が起こる前にどのよ

うなことがあったのか考えてみよう」など、注

目しているものを尊重し、考えを引き出す問い

かけをすべきであった。 

 また、放課後などに子どもの話をする時も

「〇〇さんが～していたのはなぜ？」と急に行

動の意味を考えるのではなく、「～していたけ

ど、教室ではどう？」「いつもはどんな風にかか

わっているの？」など、対話のキャッチボール

が続くような質問から始めるようにしていき

たい。 

②気づきを促す傾聴 

 省察の場面において、筆者から「このような

状況でどうしたらよいのかわからない」と課題

を提示したことにより、行動の意味を考えたり

解決のための方法を出し合ったりすることが

できた。課題が明確になっている時は、行動の

読み取りが深まりやすいことも実践を通じて

わかった。 

一方で、筆者がより大切にしたいのは、何気



ない子どもの行動から新しい視点や課題を見

つけ、その意味を考えていく教師の姿であった。

子どもの行動を意味あるものとしてとらえ、

「あ、そうだったのか」「もしかしたらこのよう

な思いだったのかも」と事実から視点を見出し

ていく力が重要になる。 

 そこで、傾聴をより大切にしたい。繰り返し

や相槌を効果的に取り入れながら質問をして

いくことにより、課題となることや考える視点

が明らかになるようにしたい。例えば、相手が

強調している言葉を繰り返したり、重要と思わ

れる情報を復唱したりすること（本間・松瀬， 

2012）である。 

 そうすることで、その子どもの姿がよりはっ

きりとしたり、教師は今どの位置に立って子ど

もを見ているのかが明確になったりすると思

われる。結論を出すことを急かすのではなく、

教師自身が課題を解決する方法や子どもの行

動を読み取る視点を自ら見出し、子どもに対し

て「このような姿になっていってほしい」と願

いをもってかかわれるようにしていきたい。 

（２）積極的なコミュニケーション 

 子どもや授業のことを話す時間がないとい

う課題から、学年会において授業の省察場面を

設けたが、実際に対話が深まったと感じられた

のは、放課後の何気ない時間であったと思われ

る。しっかりと時間をとって対話をする場面を

設けるのは難しいが、少しの時間でも子どもの

話をし、積み重ねていくことで、話すことが苦

ではなくなったり、日常のこととして溶け込ん

だりすることをめざしていきたい。それが、座

談会でも話題となった、子どもを見る視点をも

ち、かかわり、ふり返って次の実践に活かすと

いうトレーニングにもなるのではないかと考

えられる。 

（３）ファシリテーションスキルの向上 

 筆者は今年度で採用１４年目となる。自身の

子どもの見方にもまだまだ力不足を感じてお

り、特に今感じているのは「事実と事実をつな

げる力」の不足である。子どもの行動について

関心はあり、日々自分の中で省察を繰り返して

いるつもりではある。しかし、実際に授業の動

画を見て省察すると、筆者自身も事実の羅列ば

かりになり、それらを関連付けて子どもの行動

に意味を見出すことは難しかった。学年の教師

集団で深まりが見られなかったのも、筆者の見

とりの力が足りなかったことと、見出した事実

と事実をつなげて意味あるものとして方向づ

けられなかったことが原因としてあると感じ

ている。 

 先にも述べた質問や傾聴のスキルも含めて、

ポイントになると思われる子どもの行動を見

出して問いかけたり、自由なやりとりを促した

りすることができていなかった。 

こちらの考えを押し付けることなく、教師が

自由に話し合える雰囲気を醸成するためにも

ファシリテーション力の向上に努めたい。 

２．教師の力量形成につなげるために 

（１）経験年数に合ったかかわり 

 石井（2017）は、世代によって力量形成の契

機は異なり、教師は課題に直面するたびに自ら

の教職アイデンティティを問い直すことで成

長していくと述べている。若手には試行錯誤や

困難が、中堅には役割の硬直化が、自身の成長

のきっかけになることが多い。これらの課題が

自覚できるようなかかわりが重要になってく

るのではないかと思われる。 

 座談会でも出ていたように、教師が子どもと

のかかわりにおいて、またその他の業務につい

て悩んでいるのかいないのか、見ているだけで

はわからないことが多いのが現状である。今年

度は学年主任を経験し、それぞれの教師の世代

によって感じていること、物事を見ている視点

が異なっていることは実感した。また、日々の

会話の中にも世代や経験年数によって考えは

異なっており、どれが正しく、どれが間違って

いるというものではない、本当にそれぞれの教

師の考え方・価値観の違いに気づくことがあっ

た。 

教師の個性にもよるが、若手には気づきを促



し、同年代の中堅には共感を示しながら対話を

していくことが大切であると考える。例えば若

手には、解決策をすぐに述べるのではなく、そ

の教師自身に考えさせ、答えを導かせるような

働きかけが必要であろう。その教師の考え方・

価値観に十分に寄り添い認めた上でのかかわ

りを心がけたい。 

（２）洞察力の向上 

 授業省察の場面において、すぐに発言できる

教師もいれば、ほとんど発言がない教師もいた。

授業場面での子どもの行動からすぐに普段の

生活を想起して関連付けて意見を述べる教師

もいれば、なかなか思考を広げられない場合も

ある。「それはセンスがあるから（ないから）で

しょう」と言ってしまえばそれまでになってし

まうが、それでは力量形成につながらないこと

は先にも述べた。 

 例えば学年主任ならば「この先生はどうして

発言が少なかったのだろう」「何かわからない

ことがあるのだろうか」「ここでつまずいてい

るようだけど、何をどのように伝えたら解消で

きるだろうか」と、教師一人ひとりの様子をよ

く見て、その上でかかわっていくことが必要で

はないかと考える。もちろん先に述べたように、

経験年数や世代も考慮しながら、その教師の個

性や得手不得手にも目を向けていくことで、力

量形成が進むのではないかと考える。 

３．組織のあり方を考える 

（１）学年を越えた教師の交流 

 本校小学部は年々入学者が増加し、今後も児

童数のさらなる増加が見込まれている。最初に

述べたように、基本的には学年のことは学年で

行うという雰囲気があり、学年内での教師の連

携は比較的とれていると感じる。しかし、学年

を単位として動くこともあって、他の学年の子

どもに目を向けるのは、なかなか難しい現状が

ある。広く様々な子どもの姿を見て気づくこと

によって、今自分が目の前で接している子ども

に対する見方が変わることもあり得る。先に述

べたように教師同士の積極的なコミュニケー

ションを促すためにも、学年の枠を越えた教師

の交流を取り入れていきたい。 

 本校小学部では、集会や遊びの時間など、異

学年が集まって活動することがある。その際に

子どもの様子について気づいたことを積極的

に言葉にしていくことによって、交流の機会を

もつことができると考える。 

（２）ミニ学習会の実施 

 本研究では、学年での授業の省察に取り組ん

だ。学年内の教師だけの取り組みにせず、学部

に広めていくことにより、教師の力量形成に役

立てることができるのではないかと思われる。 

 これから学校現場にはＯＪＴの取り組みも

求められる。多忙を感じる教師に負担にならな

いよう、短い時間でも子どものことを話す機会

を設け、若手は自分の視点をもつ場に、中堅は

広く様々な意見を取り入れ、硬直しがちな考え

を柔軟にする場として実施できればと考える。

このような取り組みの中で、互いを尊重し合う

雰囲気が醸成されるようにしていきたい。 

 

Ⅷ まとめ 

 子どもの行動を読み取り、省察を深める活動

を組織で取り組んでいくにはまだまだ課題が

多いことがわかった。しかし、本校小学部の子

ども達と毎日生活していると、教師として最も

学ぶことが多いのは子どもの姿からであると

強く思う。子どもの姿を自分なりに捉え、組織

の中で共有していくことは、教育活動を展開し

ていく上でこれからも必須であろう。そのこと

が教師の力量形成にも大きく関係していくと

も思われる。大きな取り組みを実行していくの

は困難かもしれないが、ミドルリーダーとして、

地道にできるところから行動していくことは

大切であると感じた。 

 本研究でマネジメントについて考える中で、

最初は「マネジメントなど、まだ自分には早い、

遠い存在のものだ」と考えていた。しかし、実

践し結果をまとめながら考察していく中で、自

分の身近なところにマネジメントすることが



いろいろあるのだと感じた。 

また、マネジメントという言葉を聞くと「管

理する」というイメージも強かったが、立場の

ある者が一人で進めるのではなく、広くいろい

ろな方々から意見を取り入れながら進めてい

くものだということも感じた。それは、校内の

先生方に多くの意見をいただく中で気づくこ

とができた。 

本研究に協力していただいた本校小学部の

先生方、管理職の先生方に、心から感謝したい。 
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